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調査研究

生活耕永処理法に関する調査（第2報）

Treatment ofI）omestic Waste Water（Part2）

生活排水グループ　植野裕　北川豊明　和田雅人＊

要　　　旨

生活雑排水専用の処理施設である共同処理施設（生物処郵1か所，簡易沈殿槽2か所及びト

レンチ2か所を対象として，施設の機能と雉排水の特性を調査した0その結果，共同処理施設で

はSS，BODの70％以上が除去されるが，簡易沈殿槽ではBOD除去率が20～40％にとどまり，

またトレンチでは浸透水のSS，BODはかなり低い値となった。また雑排水の排出量は朝と晩

に集中し，その水質は生物処理に適することがわかった。

1　は　じ　め　に

生活雑排水は下水道処理区域外にあっては，法的な

規制がないことから，その大部分が無処理のまま放流

されており，公共用水域の水質保全のため，その対策

は大きな課題となっている0一方，下水道や合併し尿

浄化槽の整イ萌は設置費乱立地等の制約によl），早急

な整備が期待できない状況にある0ニのような背景か

ら，本県においても生活雉排水のみを処理するための

施設が設置されはじめている。

そこで筆者らはこのような娃排束専用の処理施設で

ある共同処理施設（生物処理）1か軌簡易沈殿槽2

か所及びトレンチ処理2か所について機能調査L，あ

ゎせて誰排水の特性についても調べたところ，若干の

知見を得たのでここに報告する。

2　調査対象施設の概要

2・1　共同塾理施設の概要

共同処理施設としては，杉戸町に設置きれた一施設

を調査Lた。以下にその概要を示す。

施設設置場所：北葛飾郡杉戸町鷲巣

処理対象汚水：誰排水すべて

処　理　方　式：接触曝気法

有　効　寄韓：総　容　積11・3m3

沈殿分離室3．9m3

接触曝気重4．877mコ

沈　殿　室1．359m3

＊昭和59年3月31日退職

卜
F

消　毒　室0．109mJ

ろ相客積1．060m3

計画処理人員：12戸×5人／戸＝60人

計画汚水量：12mソ日（200且／人・日×60人）

計画処理水質：BOD　60mg／E SS　30mg／E

設　置　費　用：390万円

維持管理費用：9千円／月

施設の構造図を図1に示Lた。

」⊥±墨⊥＿＿＿＿」

軌【山　川

丸剤晶

図1　共同処理施設の構造
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2・2　個別処理施設の概要　　　　　　　　査した0設置家庭の状況と処理施設の概要を表1にま

個別処理施設としては，簡易沈殿槽2か所（A氏宅，　とめて示す0また，構造図を図2，図3及び団4に示

B氏宅）及びトレンチ2か所（C氏宅，D氏宅）を罰　　す0

表 1　 固 1処 理　 語 語眉　　 の 、、亨　と　 設 の
　　　 己又己又

調査対象家庭

団　 A 氏 宅
B　 氏　 宅 C　 氏　 宅 D　 氏　 宅

P

凡　 塾の種類 簡易沈殿槽 簡易沈殿槽 トレンチ トレンチ

処理施訊

設 置 場 所

　 ′、モヨ

杉戸町佐左衛門 大井町亀久保 杉戸町木野川 彬戸町村前

凡　　　　 汚　K 雉排水すべて 雑排水すべて 雉排水すべて 雉排水すへて
処理 対 象

家族構成

アブ

人 数

内わけ

ヰ　 5 人

4　 人 5　 人 5　 人

夫婦　 6 オ　 4 オ　 9 カ月 夫婦、12オ 、 9 オ 夫 婦、7 オ 、3 オ 、2 オ 夫婦、12二j■、10‾J∴6 」

喜

　ヽ 　ヽ 　ヽ617

566 769 576

水使用里（ ／日）

便　 所
〈み取 l） 水洗（浄化槽） くみ取 l） くみ取り

合成洗剤
使用洗剤

の 種 類

ム　 所 A 成 洗剤 合成洗剤 合成洗剤 ロ
臼

洗 濯

田

粉石けん
無りん洗剤 無 l）ん洗剤 無 りん洗剤　0月

施 設の設置年月 昭和58年 4 月 昭和58年 4 月 昭和56年 10 月 昭和56年 1

こ殿 18 000円

設置費用
本　 体 47 ，900円 17 ，000円 トレ ンチ　 65，000円　 沈 ハ丈糟　 ，

工　 事 5 ，500円 　 65 ，000 円

几　　　 10 × 2訂L　 東 積 等 有効容積約200 £ 有効 容積約60 且 沈殿槽　 50 且　 トレノチ　　 m
施 説 の替 貝

維持 管理 費用
な　 し な　 L な　 し な　 し

芽 、呂

汚 泥 の 処 分
堆積なし 堆積なし 庭に堆める 庭に埋める

＊水使用量は2回の平均

コ
‡
せ
1
1
±

図2　簡易沈殿槽の構造（A氏宅）
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図3　簡易沈殿槽の構造（B氏宅）
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図4トレンチの構造（C氏及びD氏宅）‡単位mm

3　調査方法

3・1共同処理施設の調査方法

共同処理施設は，昭和58年10月5日（水）に通日調

査を行った。施設流入水及び処理水を自動採水器によ

r）1時間ごとに採取した。測定項目はpH，SS，BO

D，COD，T－N，T－P及び電気伝導率（EC）

とした。測定方法はT－N及びT－Pについては過硫

酸カリウム分解法によr），他の項削こついてはJIS

EOlO2に従った。

4　調査結果及び考察

4・1共同処理施設の調査結果

共同処理施設の水質測定結果を表2に示す。処理泉

質はSS，BODについてそれぞれ18喝／且及び3錘g／旦

であr），計画処理水質の30mg／旦及び6紬g／且を満足Lて

いる。SS及びBODの除去率はいずれも70％を超え

ているが、COD除去率は50％を下まわり，T－N及

びT－Pの除去率はきわめて低い。

4・2　簡易沈殿槽の調査結果

簡易沈殿槽の水質測定結果を表3及び表4に示す。

3・2　簡易沈殿橿の調査方法

簡易沈殿槽の調査は，A氏宅について昭和58年9月

12日（月）午後から9月14日（水）午前まで，B氏宅

については5月24日（火）及び5月25日（水）の2日

間行った。流入水及び処理水の採取は，自動採取器に

ょり2時間ごとに行った。検水の測定項目と測定方法

は3・1と同様である。また，排水パターンを調べる

ため対象家庭に依頼して，雉排水の排出時刻とその時

の家事の種類の記録，及び水道メーターの読み取りを

行った。ただし，B氏宅の水道メーターの読み取りは

1日1回であった。

3・3　トレンチの調査方法

トレンチの調査は，C氏宅について昭和58年6月20

日（月）午後から6月22日（水）午前まで，D氏宅に

っいては7月4日（月）午後から7月6日（水）午前

まで，自動採水器により流入水を1時間ごとに採取し

た。これらのトレンチは検水槽があって（図4参照），

中に容器を置いて導管から流下する浸透水を受けるよ

うになっている。C氏宅については，この浸透水を6

月21日及び24日の2回採取した。しかしD氏宅につい

ては浸透水がきわめて少なく，9月14日にようやく少

量を採取できた。検水の測定項目と測定方法は3・1

と同様である。また，排水パターンを3・2と同様に

調べた。

A氏宅の沈殿槽の除去率はS Sが40～50％であり，B

ODは変動が大きく20～40％，CODは20％前後とな

っている。T－N及びT－Pは流入水と処理水の値が

逆転Lている。

B氏宅の沈殿槽の除去率ほSSが30～40％であり，

BODは20％前乱　CODは数％となっている。また，

T－Nは流入水と処理水にほとんど差がみられず，T

－Pは20％前後の除去率となっている。両者を比較す

ると、A氏宅の有効客硬200且の沈殿槽がB氏宅の60旦

のものより，SS，BOD及びCODのいずれの除去

率も上まわっている。

4・3　トレンチの調査結果

表 2　 共 同処理 施 設 の水質 測定 結 果

水質項目　　　　　　　　　　　　　　 S S B O D C O D T －N T －P E C

pH （mg／g ） （mg／且） （mg／且） （mg／且） （mg／且） （〃畠／cm）

流入水
範囲 6　8～7．2 45－95 83 ．1～225 49～93 5 ．17～12．6 0，72～1．82 320 －480

平均 6　9 69 152 64 ．3 7．19 1 ．11 370

処理水
範囲 7　0～7　4 10～42 22 ．5～37．8 33．6～44 6．25～8．82 0．86～1 04 340～400

平均 7　2 18 32 ．0 37 ．3 6．95 0　90 380

除 率 73．9（％） 78．9（％） 42．0（％） 3 3（％） 18．9（％）
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トレンチの水質測定結果を表5に示す。C氏宅の浸

透水はSS，BOD，CODとも流入水に比べきわめ

て低い値である。またT－Pも流入水に比べて低いが，

T－N及びCl一については流入水とそれほど変わらない0

一方，ECについては流入水の2倍以上の値を示した。

D氏宅については浸透水の採取量か少ないため，3項

目だけを測定した。CODは流入水に比べて低いがE

cは流入水の2倍以上の値を示した。これは，有機態

表 3　 A 氏 宅 の 水 質 測 定 結 果

水質項 目
p H

S S

（m g／g ）

B O D

（m g／ゼ）

C O D

（噂 ／旦）

T －N

（喝 ／ゼ）

T － P　　 E C

（mg／り　 （／∠（J ／〔m ）

つ 「l

12
日
午
後
日

　 範 囲
流 入水 平 均

6 18 ～ 6　99 4 6 ～ 13 9 6 1 8 ～ 229

14 2

4 6 8 ～ 15 2

36 ～ 8 1 4 2　2 4 ～9 18 0　69 ～1 2 2　　　　 ／

58 ．7 5 ．79 1 06　　　　　　　 2 8（）
6　4 89

29 ～6 2 ．2 3　6 8 ～ 1 1 ．3 0 6 7 ～ 1 ．6 7　　　 2 60 ～4 00

処 理 水
範 囲

平 均

6 33 ～ 6 ．8 5

6 ．6

28 ～ 69

4 5 8 9 ．5 4 4 ．6 7　2 1 1 10　　　　　　 330

除 去 率 4 9 ．4 （％ ） 3 7 ．0 （％ ） 2 4 ．0 （％ ）

13
日
午
後
8

14
日
午
前

魔 人水
∧一 1 ～6　71 7 4 ～ 10 8 99　4 ～2 03 5 1 －7 1 3　79 －7　4 6 0 7 ～1 0 6　　　 28 0 ～ 32 0

範 囲

平 均

6 1　6 5

8 9 1 51 6 2　8 6　4 7 0 －93　　 3 00　　2 80 ～3 80

処 理 水
八一 4 5 ～ 6　9 1 32 ～ 82 6 8　6 ～ 14 1 3 4 ．4 ～ 59 ．4 4 1 2 ～ 11 0　6 7 ～ 1 74
範 囲

平 均

6　 6 ．7

5 1 116 5 0 ．7 8 ．7 1 1 3 1　　　　　　 33 0

除 去 率 4 2 7 （％ ） 2 3 ．2 （％ ） 19 ．3 （％ ）

4　 B　 宅 の フ　 測 定結

水質境目

、′ヽ

pH
S S

（mg／色）

B O D

（mg／旦）

C O D

（mg／且）

T 【N

（mg／〟）

T －P

（mg／〟）

E C

（〟畠／cm）

0～500

5

月

24

日

庶人水
′1一 6　02～7　22 36～106 47．5～318 29 ．5～142 4　4 ～12．1 0　53～2　33 22
範囲

平均 6　呂 73 179 78 ．8 7　36 1 47 280

500

処理水

範囲 5　85～7　26 15 ～79 32 ．9 ～264 38 ．5～124 3　98－12 ．5 0　34 －2　45 220 ～

平均 6，8 46 135 75．0 7 ．28 1．24

0

300

除 去 率 37 0（％ ） 24 ．5（％ ） 4 8（％ ） 1 ．1（％ ） 15．6（％ ）

「l？

5

月

25

日

流入水
」ト 6 15～7　35 36 ～109 39 1～309 48 ．2～127 4 4～12 ．2 0 ．8～2 ．88 210 ～2／0

範 囲

平均 6　9 74 158 87　5 7　87 1 29 240

330

処理水
範囲 6　4－7　30 27 －93 34 ．5～278 39 ．5叫183 4　42¶13　2 0 ．49－1 73 210－

平均 6．9 49 126 84．8 8 18 0 ．93

ウ・rl／亡

270

除 去 率 33 ．8（％ ） 19 8（％ ） 3 1（％） 2／．9（％ ）

5　　 レ ン　 の フ 丘 測 定 結

水質項 目

′

p H

S S

（m g／且）

B O D

（m g／且）

C O D

（m g／且）

T － N

（m g／g ）

T － P

（m g／且）

C l‾

（m g／旦）

E C

（〃臼／cm ）

3 ～ 1 500

C

氏

宅

虎 入 水

（20－21日）

一ヽ・－ 0 6 － 9　6 1 1 1 － 14 5 16 1 ～ 22 0 21 ～ 1 57 1 26 ～9 ．57 0　36 ～ 2　26 1 4 ～ 44 ，8 7
範 囲

平 均

6

6 5
6 9 9 6 ．7 7 8 ．6 5　0 5 0 ．9 9 2 1 ．1 32 0

i充 入水

（2ト 22日）

《－・ 4　88 ～7　0 7 5 － 7 1 10　9 ～3 2 2 23 ．8 ～2 52 2　4 5 － 1 1 ．9 0 ．1 3 ～6 ．0 2 14 ．1 ～10 3 2 60 ～57 0
範 囲

平 均
6　5 28 12 6 93 ．2 6 ．8 2 1 ．38 32 ．1 3 30

浸透 水

6月21日 7 ．5 5 6 0 ，9 7　0 6 ．66 0　2 4 2 5 ．9 730

6月24日 7　3 6 7 1 7 6　0 2 ．8 2 0 ．3 0 27 ．3 66 0

D

氏

宅

庶 人 水

（4～5日）

±井 6　46 －7　4 7 18 ～ 1 38 63 ．6 ～ 164 4 4　8 ～ 9 6 3　54 ～ 13 ．9 0 ．7 3 ～2 ．4 4 37 ．3 － 44 6 3 00 ～ 170 0

範 囲

平 均
6　9 54 10 1 64 ．1 6　0 5 1 1 5 15 2 5 70

0 00

ィ充 入 水

（5～6 日）

キー 6　4 7 ～ 7　ワ7 20 ～ 7 9 2 5　4 ～ 23 5 2 8　2 ～ 77　4 3　0 1 －6 ．39 0　74 － 2 ．46 3 5 ．2 ～ 229 37 0 ～ 1

範 囲

平 均

　 ⊥」

6 9 4 9 9 7 ．3 4 7 1 4 ，54 1 ．26 7 4 ．4 52 0

虎：透 水 9月14日 7　72 17 ．8
160 0
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匹ヨ　　　　　田　　切

朝食摩偶　成脛　　風呂水ぬき　畳食卓備　畳食片什

田　　　　田

朝食片付　　掃除

卜㌦」　　‥　　　　卜一－－」

㌢－一読遠忘「正一－‾‾‾●‾‾‾‾

明食準備　成層　　掃除

E正詔

風呂水ぬき　朝食片付

卜　　‡　－1　　卜」

17£　468g　17月

図5　A氏宅の排水パターン

5　 6　 7　 8　 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19　 20　 21 22　 23

第1 回

軍事　 朝慧 漂 ・什　 器　　　　　 夕芸 ㌘ 夕器 涌

5月24日

匹庄ヨ

洗面

排水量　　　　　 467 ヱ

第2回

5 月25日

家事 朝毎 朝芸片付 替　　　 荒 蓋 崇

排水量　　　　 666 £

団6　B氏宅の排水パターン

弟1匝】

15 16 蓋 19 捌 20 21 ㌃ L 芸 ⊥ う 5 喜 7 憲 法 10 11

家阜　　 夕食隼備　 夕郎什　 夕食準備　　 夕丘片付　　　 朝紺 偏遥鮒什　 瀞 田

ヱ（Iヨ′t二毘

－21日′t蔓‡Ijl

虎ぼ　　　　 風呂水ぬき＝9日針

トー∬ 」 ＝　　　 ＝　　　　 ト→　　　　　　　 卜㌦ 」　 H

排水ぷ　　　 10ゼ　　 64だ　　　　 55七　　　 19g　　　　　　　　　 386g　　　 129ゼ

硫∠回

コ1日′「後

～ヱコヒ11‾紬

気柱　 巴写欝 夕冨㌘ 諾 莞　　　　 車荒 讐 慧 諾水ぬき、舵

′孟∫　　　　　 匹訝 笥魚用

眉【水旨； ← ㌃ → ㌫ ト㌫ －」 訂 21ぞ　　　　 1昔 需

図7　C氏宅の排水パターン
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16 17 18 19 20 21 22 23 24 紅 ⊥ ÷ 8　 9 10 11 12 13 14

第1匝l

銅　 器　 夕宗 一タ荒 面　 グ　 忍 備 品 川 温 水ぬき 畳食品 帥

匹Z皿　　　　　　　　　　　匹夏Z皿
4日午後

－5 日午前

入店　　　　　　　　　 凍血　　 乱膚

トーー 」　　 卜十一→　　　　　　　　　 t　　　 t　 l H　　　　　 ト」
排水量　　　 61空　　　　 58ゼ　　 68 だ　　　　　　　　　　　 36 ぞ　t124 ど　　 95 ど ・120 ど　　　　　　 23 F

第 2 回

錮　 讐 慧 ㌘ 夕艶 付票 夕洗 什　 ガ　 品 朗宗 付 農 水ぬき 皇女品 ㌔ 郎 付

皿　 m　　　　　　　　　 四　　　　 m　 闇

5 日午後

～6 日午前－

　　　 洗面 入金　 仇面　 心肝 揃除
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函頂　D氏宅の排水パターン

の窒素が硝酸イオンなどに変わることによF），溶存イ

オン量が増加したためと考えられる。

4・4　雑排水の水量，水質特性

図5～8に対象家庭の排水パターンを示した。娃排

水の排出量は朝と晩に多く，特に朝は朝食準備，片付

と洗濯及び風呂の水ぬきがどの家庭でも短時間に集中

して行われ，平均して1日の排水量の約70％が排出さ

れる。ただし，一般的には洗濯と風呂の水ぬきを夜に

行う家庭もあるが，環境庁の調査結果1）でもみられるよ

うに朝と晩に排水量のピークが現れ，朝のピークの方

が平均してやや大きいとみられる。

表6に生活薙排水（原水）の負荷量原単位を示Lた。

これらの値は環境庁の調査結果等2）に比べてどの項目

も低い値を示Lている。今回調査Lた家庭はいずれも

洗剤は無r）んのものを偉い，米のとぎ汁，食用油の残

り等を涜Lに捨てないようにする負荷量削減対策を実

行Lているので，ニのような効果が現われたとみられ

る。表7に薙排水のBOD負荷量を100とLた場合のC

OD，SS，T－N及びT－Pの各負荷量の比を示L

た。各項目ごとにいずれの家庭も，似かよった値を示

表6　生活雉排水の負荷量原単位（g／人・日）

　　 項 目
対象家庭

B O D C O D S S T － N T － P

A　 氏　 宅 18 ．1 7 ．5 1 1 ．0 0　7 6 0 ，12

B　 氏 宅 23 ．6 1 1 ．9 10 ．4 1 0 9 0 19

C　 氏　 宅 17 ．4 13 ．4 7 ．0 0 ，9 3 0 19

D　 氏 宅 1 1 ．4 6 ．4 5 ．9 0　6 1 0 ，14

4 家 族 平 均 17 ．6 9 ．8 8 ．6 0 ．8 5 0 ．16

す。これらの値を環境庁の調査3）と比較すると，T－

Pの比率が＃以下と低いが，他の項目については概ね

一致している。筆者らは第1報において合併処理浄化

槽の調査結果を報告したが，この原水の各項目の比率

は平均としてBOD：COD：S S：T－N：T－P

＝100：84：87：25：3である。雑排水の場合は，この

値と比べてBOD以外の各項目のBODに対する比率

はいずれも低い。生物処理に適した栄養源として，⊥

表7　主要水質項目のBODに対する比率
　　 項 目
対 象

B O D C O D S S T －N T － P

共 同処 理施 設 1 00 4 2 4 5 4 ．7 0 ．7 3

A　 氏 宅 100 4 1 6 1 4 ．2 0　6 6

B　 氏　 宅 100 50 44 4 ．6 0 ．8 1

C　 氏 宅 10 0 77 40 5 ．3 1 1

D　 氏　 宅 10 0 5 6 5 2 5 ．4 1 ．2

般にBOD：N：P＝100：5：1といわれているが，

雉排水はこの比率に近く，生物処理に適するとみられる0

5　ま　と　め

接触曝気法による雉排水共同処理施設と，簡易沈殿

槽及びトレンチを対象とLて，施設の機能と雉排水の

特性を調査し，以下の結果を得た。

用　接触曝気法による誰排水共同処理施設では，S

S及びBODの除去率は70％以上となる。

（2）簡易沈殿槽については，有効容積200且のもので

SSの除去率は50％に近いが，BO‡〕の除去率ほ

20～40％にとどまる。60月の槽ではさらに除去率

が低い。

（3）トレンチの浸透水はSS，BOD，CODがか

なり低くなり，ECは高くなる。

（4）雑排水の排水量は朝と晩に集中する。雑排水の

BOD：N：Pの比率から，雉排水は生物処理に

適するとみられる。
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